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＜連絡事項＞
・口腔ジェルの他に口腔スプレーが導入となっています。口腔ジェルと併用し使用可とのことで、南病棟倉庫に置いてあるので必要時は取りに行き、使用してください。
＜患者様連絡事項＞
・小笠原　久年様～母様来院し、明日13:30より治験について家族へ説明予定。
・三田　よし子様～食事摂取時のかき込みあることから馬渡Drへ報告し、本日昼より米飯から粥へ変更となっている。
・寺沢　康友様～家族より退院希望あり。1/13(土)17:00退院予定となる。

＜要注目患者様＞

・浜中　完三様～昨日不眠で経過。日中のふらつき強く、介入にも立ち上がり頻回にあり。転倒のリスクあるため、安ヶ平Drへ報告し安全ベルト着用可能指示受け、使用している。尿意訴え頻回、多動さあり、転倒注意していく。

・滝沢　繁倫様～「バカだ、バカだ」と他者へ話し掛け嫌がられる事あり、不穏時の頓服薬使用している。午後は干渉行為なく経過するが、独語続いている。
・立花　圭様～特定の患者様がうるさくて苛々すると話し、不穏時頓服薬服用している。
ドア・壁を蹴る行為や大声を出す行為みられ落ち着き無く経過し都度介入している。他者トラブルに注意していく。
・西村　キン子様～血圧収縮期180→154、拡張期72→80㎜Hgで経過。不調の訴えはないが活気の無さあり。朝・昼食1/4量摂取しているが食べようとすると悪心みられている。点滴は見守りにて実施しているが自己抜去することあり、都度刺し替えにて対応している。
・横山　京子様～夜間浅眠で経過。他者干渉、妄想様の発言あり、都度介入要している。
食事は時間を要しているが各食ほぼ全量摂取することできている。

・大久保　すい様～「薬を飲むと歩けなくなる」と話し内服を渋ることあるが、説明にて内服すること出来ている。「退院になります」などの発言あるが行動化はない。
・三田　よし子様～夜間不眠・他者干渉みられ介入要しているが理解乏しい。帰宅要求はない。

・田嶋　兼雄様～フロセミド追加処方となっている。日中は排尿量良好。全身の浮腫著明にあり。食事摂取量は少なく、活気のなさみられている。声掛けには疎通良好。

・澤田　キエ様～拒否強く、スタッフ2名で対応している。食事は数口のみ。
＜安ヶ平Ｄｒ診察＞
・木村　格治様～来週定期より、アローゼン（0.5）3包就寝前から、夕食後へ変更。他同内容で処方となる。

・新堂　寿子様～来週定期より、オランザピン（10）1錠から、2錠（寝る前）へ増量となる。

・小向　武雄様～来週定期より、センナリド除剤となる。

＜新入院患者様＞
①氏　　名：北野　はるゑ様(71)　女性
　生年月日：昭和22年1月4日

　病　　名：知的障害/アルツハイマー型認知症

　入院形態：医療保護入院(当院5回目)

　主治医　：田名部Dr

　＜経過＞

　　H29.11.24当院退院後はGHあかずきんへ入居し、三戸中央病院メンタルクリニックへの通院を行っていた。入所時より、他室侵入や暴力行為、他者の私物を盗む行為があり、他入居者とのトラブルに至ることもあった。また、帰宅要求も強く、施設から出て行こうとすることもあり、介入要していた。通院先にて服薬調整行ったが改善せず、H30.1.10微熱があり、内科医が診療したが対応困難。当院への入院治療依頼があり、症状改善目的にてH30.1.12施設スタッフ付き添いにて当院へ入院となる。

　・LTセットBプラン
　・オムツプラン②
　・施設の在籍は10日程度とのこと。7～10日の間で状態について連絡が欲しいとのこと
　・持参薬は抑肝散1/20夕まで。他は2/3まで。
　・緊急時の対応は後見人より家族へ確認していただくこととなっている
②氏　　名：森川　きよ様(88)　女性
　病　　名：妄想性障害/認知症

　入院形態：医療保護入院(当院1回目)

　主治医　：馬渡Dr

　＜経過＞

　　H20年頃より、夜間に動悸等の身体不調を訴え、情動が不安定となり、度々内科を受診することがあった。諸検査するも異常所見はなく、精神安定剤が処方となっていた。H22年頃より、上記症状が悪化し、身体不調に対する訴えが頻回となり、「口の中に物がいっぱい詰まっている」等の訴えるようになり、八戸赤十字病院精神科、マナクリニックへの受診歴がある。H24.9.14当院初診となり、妄想性障害の診断を受け、デイサービス、ショートステイを利用し、当院への定期的な外来通院を行いながら在宅にて生活していた。H29.12.24ショートステイ利用中にし転倒。左股関節部痛訴え、歩行困難となり、青森労災病院の救急外来を受診。左大腿骨頚部骨折の診断あり、精査目的にて入院となるが家族と相談をし、保存治療の方針となる。現在は疼痛コントロールのみ行っており、疼痛も軽減傾向。今後の環境調整含め、当院への転院依頼があり、H30.1.12当院受診し、1回目の入院となる。

　・LTセットBプラン

　・オムツプラン①
　・緊急時は搬送希望
